薄暗く、狭い空間。ジットリとした湿気が肌にこびりつくような空気。

元は何かの工場か、倉庫だったであろう建物に、高利貸しを生業とした男が住み着いたのはもう、何年も前の事だった。

住もうと思えば住宅街に豪邸を建てる事だってできるだろうが、この男はそうはしなかった。

分を過ぎた贅沢は身を滅ぼすと母に教わったかららしいが、実際には万が一の時にさっさと逃げおおせる為だった。

それに、ド田舎ではないが、都会に毛が生えた程度の地域での商売は、他人が想うほど儲からない。

住むところにはこだわりが無い。その方が贅沢しやすい。

この町で彼の過去を知るものはそんなには多くない。

しかし、この男の奇妙なペットの事は誰しもが知っていたが、みんな見てみぬフリをしていた。

「おい、ジョージー。ダニーに餌をやっておけ」

バートはそう言いながらデスクに足を乗せて、酒を食らいながら、その日、借金の形に押収してきた指輪を眺めていた。

その指輪はシンプルで、石も細工も無い。しかし、高級品のプラチナだ。

バートは指輪を自分の指にはめようとするが、どの指にも小さく、小指でさえも第一間接で引っかかる。

「チッ」

ちいさく、舌打ちすると、バートは指輪を机の上に手荒く放り投げ、他に押収した貴金属類に手を伸ばした。

その前をジョージーという名の少年が、缶詰をもって通り過ぎる。

「おい、ジョージー、今日はダニーに餌を沢山やっておけ、いまだけは、餌をケチるなよ。それなりに“育て”ないといけないからな。餌をケチって使い物にならないものが出来上がってもしょうがねぇ。」

バートは手にした貴金属から視線をそらさずに、そういう。

ジョージーは面倒くさそうに「yes」とだけ答えた。

このジョージーという少年は、最近バートのところに出入りするようになった、言わば、不良少年だ。近くに両親や家族が住んでいるらしいが、あまり上手くいっていないらしい。典型的な思春期の少年だ。

ただ、ジョージーは体格がよく、背も高いので、周りの同じ年の少年に比べ、はるかに大人びて見える。

ガシャ

とジョージーが床にある鉄格子に手をかける。

キィーーーと不快な音を立ててその鉄格子がスライドすると、地下への鉄格子で出来た階段があらわれた。

ジョージーは階段を下りずに上から中を見下ろす。

地下は、床から鉄格子で丸見えの空間なのだが、薄暗いこの建物の光では、中はあまりよく見えず、人間三人が入ればギュウギュウになりそうな空間は暗かった。

その暗闇に、モソっとなにかが動く気配。

「おい、ワン公、飯だ！」

ジョージーがそういうと、その気配は、ボロボロの毛布を纏ったまま、彼の方へ近づいた。

そして、その毛布の隙間から、ヒョコっと顔を出す。

それは人間の少年だった。

名前はダニー。

実際にはジョージーよりもほんの少し年上らしいが、その東洋系の顔立ちと、背の低さ、そして無知丸出しの瞳が、彼をジョージーよりも遥かに幼くみせていた。

ダニーは無表情のまま自分を呼んだ少年の顔を、上目で見げた。

ジョージーはその顔を見ると、胸の奥にある加虐な性が疼く

「なぁ、ボス、ちょっとダニーで遊んでいい？」

ジョージーがそういうと、バートは此方には眼もくれずに「勝手にしろ」とだけ言った。

それを聞いたジョージーはにやりと笑うと、階段の下に居るダニーと視線を合わせた。

その瞬間、ダニーは怯えた眼をする。

だが、それが合図だというように、ジョージーは階段を駆け下りると、ダニーの毛布を剥ぎ取った。

犬は主人には従順だ。

首輪さえ外さなければ、ダニーは決して仲間に暴力をふるうことはない。

ぴちゃ　ぴちゃ

という音が、狭い空間に小さく響く。

「ダニー、ちゃんと舐めろよ。ご褒美が欲しいだろう」

ジョージーはそういいながら、階段に腰掛け、ダニーの“餌”を手に、彼の股間に顔をうずめ、そのまだ大人になったばかりのソレに、一生懸命に舌を這わすダニーの髪をなでた。

「バター犬ごっこ」だとか「獣姦ごっこ」だとか言いながら、ジョージーはダニーをそういった遊びの道具にしていた。

ダニーがまだ、今のジョージーと同じ年くらいの頃、朝、目覚めると、自分の股間が観たことも無い液体で濡れていた。

よくわからないが、ともかくバートに怒られるのを怖がった。

しかし、バートはダニーのその状態に気がつくと、怒るのではなく、笑っていた。しかも、嘲笑に近い笑いだった。

今のジョージーの目はあの時のバートの眼に似ていると、ダニーは思ったが、それ以上でも、以下でもなかった。

そこへ、特に何か特別な感情が混じることはない。

ただ、“命令”を実行するだけだった。

「くぅ…ん」

ジョージーの硬く屹立した、少年のモノとは思えないくらい、大きいソレを口に含み、飲み込むように咥えると、ダニーの喉から小さく嗚咽が漏れた。

怯える仔犬の眼でジョージーを見上げるが、ジョージーは更に深く、ダニーの口に突っ込む。

「ほら、舌を上手く使え、歯を立てたりしたら全部抜き取ってやるからな。教えたとおり舐めろよ、お前は覚えはいいんだから。」

まだ性を覚えたばかりの少年とは思えない台詞を吐く。

「…あッ…」

しかし、次の一瞬、ジョージーは眉根を寄せ、背を走る快感に声を漏らした。

そして、急いで股間からダニーを引き剥がした

「ほら、ご褒美だ」

上ずり気味の声でジョージーがそう言った瞬間、ダニーの顔面に、熱い粘液がぶちまけられた。

「？！…！」

ダニーは突然のことで、顔にかかった液体を手で拭おうとするが、眼に入ってしまったらしく、痛みでバタバタと暴れまわった。

ジョージーはそれを、笑いながら観ていた。

「おい、ジョージー、ちゃんとダニーを洗っておけよ、こう見えても、俺は臭いのは嫌いなんだ。」

上からバートがそう、叫ぶのが聞こえた。

「わかってるって」

ジョージーは投げやり気味でそう答えながら、ボロボロの服で顔を拭うダニーに近づき、今度はダニーの服を脱がしにかかっていた。

ダニーが初めて夢精してしまったあの日、ダニーは首輪だけつけた裸身で自分の服を洗わされていた。

大きな手洗に貼った水に布を突っ込み、なれない手つきでとりあえず、ゴシゴシと、びしょ濡れになりながら、冷たいコンクリートの上で、懸命に洗っていた。

すると、バートが背後からその様子を覗き込み

「ようし、いい子だ。今度から服は自分で洗えよ」

といいながら、ダニーの小さな両肩に手を置き、

背後にしゃがみこんだ。

そして、両手をスルリと動かし、ダニーの腕を撫でる。

「いい筋肉だ。先生は誉めていたぞ、お前は覚えがいいって。」

バートは、ダニーの筋肉で盛り上がった腕をいとおしそうに撫でた。

先生というのは、ダニーに格闘技を教えている、中国人だった。

中国マフィアの一員だったというその先生というのは、既に年老いてはいるが、腕は確かで、何種類かの拳法を修めているらしい。

しかし、彼の格闘技は、その用途はあくまで“暴力”であったために、正式なものではなく、殺人法に近く、最終的には死につながる急所を撃つ。

そんな危険な物だった。

「ダニー、お前は私の大事なペットだ、期待にこたえてくれよ。お前は、こうして“大人”になったんだから、今以上に働かなきゃならない。働か無い者には地獄がまっているんだ。これは母から俺が教わったことだ。だから、俺はこうして毎日働いているんだ。」

ダニーの、小さな傷跡だらけだが、キメの細かい肌の感触を楽しむように、バートの手が徐々に撫でる範囲を広げていく。

「…あ……あ…」

バートの手の感触がくすぐったいのか、ダニーは小さな声をあげた。

手洗に手をつっ込んだまま、その手を軽くバタバタさせるので、小さな水しぶきがパシャパシャと舞う。

ダニーにしてみれば、主人であるバートのその手を、自ら剥がす事は思いつかないので、どうしていいかわからないのだ。

「んっ！」

バートの両手が、鎖骨を下り、ダニーの胸に滑り降りて、その小さなピンク色の先端を摘み上げると、ダニーは胸を張るように背を逸らした。

「ほぅ…、いい、反応だな」

その反応を見て、バートはにやりと笑う。

背を丸めるような反応ではなく、もっと快感を得ようとするように、背をそらすのは、バートには十分満足できる反応だった。

「お前には別の使い道があるかもしれんな。」

何かを思いついたように、バートはそういうと、満足そうに笑う。

「あ…あ…っ」

ダニーはしゃがんでいた体制から、ペタリと力が抜けたように、その場にアヒル座りになって、頭をバートの胸に預けるようにしなだれた。

バートはそんなダニーの胸から、片手を徐々に下半身に這わせていく、12-3歳の少年の物とは思えない、きれいに腹筋のついた腹を下り、毛の生え始めた下半身に指が辿り着く。

「おまえは、本当に可愛いな。最高のペットだ。昔、お前に良く似た女を抱いたが、お前はそれ以上に、俺を楽しませてくれそうだ。」

ささやくようにそう言う。無論、その女はダニーの母のことだが、ダニーはそんな事を知る由も無い。

「はぁ…んっ…」

バートのごつい手が、まだ蕾を覆う被膜に閉ざされたダニーの雄身を掴んだ。

その瞬間、ダニーのソレは、別の生き物のように熱を持ち始め、徐々に硬さを増し始めた。

背筋から腰を走る、電流のような初めて体感する感覚に、ダニーは、怯えた、潤んだ瞳を、背後のバートにむけた。

「なぁに、誰でも通る道だ。」

バートはそう言いながら、ダニーの蕾の被膜を捲り上げた。

「くぅ…んっ！」

僅かに染みるような痛みに、ダニーの顔が歪み、声が漏れる。

しかし、その痛みは、最初だけで、今までに感じた事の無い、快感に変わっていった。

顔を上気させ、初めて襲ってくる痛みに、ダニーは頬を上気させながらも、抵抗しまいと、必死に耐えているが、バートの指先は、ダニーの快感の場所を的確に捉え、ダニーはその度に、快感に身を捩る。

「はぁ…はぁ…っ」

熱い吐息が漏れ始めたダニーの小さく、薄い唇が、バートの視界に入った。

バートは、その唇に、自分の唇を重ねようと顔を近づけた

…が、急にその唇を離す。

幾ら、ダニーが可愛かろうと、キスをする気にはなれなかった。

いい年をしたオヤジが、今更何を？と、思われようが、唇を重ねることだけは、何か彼の中でブレーキがかかったのだ。

その瞬間、バートの熱は急に冷めていった。

「あ…」

冷めたバートはダニーから手を離すと、立ちあがり、何が起こったのか解らず、急に放り出されたダニーに背を向けて、

「さっさと、洗え。午後から仕事だ」

それだけ言うと、ダニーの前から立ち去っていった。

ダニーの方は、何がなんだか解らないうちに放り出され、身を駆け抜ける熱に、頭が痺れていた。

そして…ダニーは無意識のうちに、昂ぶり、先端から、ポタポタと透明な液を垂らす自分のソレに手を伸ばし、思考ではなく、感覚の求めるままに、手をぎこちなく動かした。

「…あ、ああっ！」

背後で、ダニーの小さな喘ぎが聞こえたとき、バートの心は先程とは逆に、妙に昂ぶっていた。

これは小さなルールだ。そう、簡単なルール。

飼い主とペット。

その立場を忘れてはいけない。

あの女の面影を持つ…ペットなのだ。

　

ジョージーは、ダニーをうつぶせにし、腰を高く持ち上げると、一気に突き進んだ。

「ああっ…！」

ダニーは、一瞬襲う痛みに顔を歪めたが、それは直ぐに快感の歪みに変わる。

「狭いな。それに、いい眺めだ」

ジョージーはそう言うと、彼の腰を掴み、自分の腰を容赦なく動かし始める。

ジョージーはダニーをバックから攻めるのが好きだった。

獣姦ごっこなのだから、そいういう格好がいいのだ。と言いながら、実際のところ、ダニーの内側で感じる場所と、自分が感じる場所が、ちょうど接触する体位がこれなのだ。

「あ、あ、っ…」

未だに言葉をよく喋れない、舌足らずのダニーの声が、熱をもって、狭い空間に、肉の擦れる湿った音とともに響く。

「ほら、もっと声をあげろよ」

ジョージーはダニーの前に手を回すと、先走りの液で湿ったソレを、扱き始めた。

「んんっ…あ…ぅ…ん」

ダニーは、ジョージーの手と腰が作り出す自分を攻める快感に、背を大きく逸らせ、声なき声を漏らしながら、自ら腰を動かし始めた。

------十数年後

「ダニーのやつ、何処に逃げたんだ！あの犬野郎っ！」

苛立つように近くにある壁を、ジョージーは蹴り上げた。

交通事故にあって、数ヶ月、怪我もまだ完全に完治していない。

だが、怪我による不自由よりも、ダニーの居ないことに、ジョージーもバートも苛ついていた。

しかし、バートはそれをあからさまに表には出さないが、ジョージーの苛立ちはピークに来ていた。

「犬とのファックが楽しめないのがそんなにイライラするのか？

今ごろ、どっかのオヤジに拾われて、キャンキャン泣かされてるんじゃねぇか？」

そんなジョージーを見ていたレーシーが冷めたように、そう苦笑する。

だが、ジョージーはキッと彼を睨み付けると、

「うるせぇ！お前を犯してやろうか？」

と怒鳴りつけた。

レーシーはそれは勘弁と言うようにジョージーから離れた。

「少し、静かにしろ。とりあえず、酒のつまみでも買って来い、いつものだ」

バートはそう言うと、大きくため息をついた。

ジョージーは、チッと舌打ちし、独り、外に出た。

「雨か、ついてねぇな…。ちきしょう」

地面を打つ、激しい雨に、雷まで鳴り始めていた。

出て行くジョージーを見送りながら、バートは机の引出しから一枚の写真を取り出した。

それは、ダニーの小さいときの写真だ。

事件のショックのあまり、記憶をなくしたのか？

赤ん坊のようになってしまったダニーを、上手く仕込んだ。

しかし、その写真はまだ、ダニーが人間だった頃に、ダニーの母親の所へ行く前の取立ての際に、ちょうど押収したカメラの試し撮りで撮ったものだ。

ダニーは忘れているが、母親を殺す前に、一度会っている。

始めてみたときから、あの無垢な眼が気に入っていた。

写真のダニーは、此方を怯えたように見ている。

被虐の眼をした少年だ。

ペットになる素質をもって生まれた少年。

「さぁ、ペットはご主人様の元に居るべきなんだぞ、戻って来い、“ダニーボーイ”…」

バートが誰にも気がつかれないような小さな声でそういった頃、ジョージーは気まぐれにいつもと違うスーパーに立ち寄ろうとした時に

目の前に、犬ではない、一人の“少年”を見つけた。

しかし、その少年の眼は、怯えた犬の目をしていた。

